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Abstract  
 Languages in the world might seem to have infinite variety in their 
phonology and morphosyntax.  However, it has been pointed out that some features of 
phonology and morphosyntax are correlated (Lehmann 1973, Donegan and Stampe 
1983, Gil 1986, Plank 1998).  In Tokizaki (2012a), I argue that word-stress location 
determines the head-complement orders in morphosyntax.   

In order to investigate the universal correlation between phonology and 
morphosyntax, I have used the data in The World Atlas of Language Structures 
(WALS).  In this paper, I show the procedure of the research done in Tokizaki (2012a) 
and the related work.  I also make some comments on the current version of WALS 
Online and other databases.  
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1. はじめに 
	
 世界の言語は、音声も文法も無限に多様であるように見える。しかし、音節の構造や強

勢の位置などの音声的な特徴は、複合語や語順などの文法的な特徴と普遍的に関連してい

る。時崎 (2012a) では、語強勢の位置が他の多くの音韻的・形態統語論的特徴を生み出す
ことを述べ、言語は多様性の中に整然と秩序を持っていることを論じた。この研究は、デ

ータとしてHaspelmath et al. (eds.) (2005) The World Atlas of Language Structures 
(WALS) を用いている。 
	
 本稿では、時崎 (2012a) の実際の研究手順について述べたい。研究方法を公開すること
により、研究の再現性を確保するとともに、これからの研究の手助けになることを意図し

ている。第 2節で WALS の概略を示し、第３節で WALS を用いた研究の実際について
述べる。第４節では、今後の研究の方向について私見を述べたい1。 

                                            
1 本稿は、第 14回応用言語学セミナーでの講演「音声と文法の普遍的相関」を補うもので
ある。講演内容については、時崎 (2012a) を参照されたい。本稿のカラー版 PDF は、
http://toki.nagomix.net/j/files からダウンロードされたい。The Universals Archive によ



 
2. The World Atlas of Language Structures 
2.1 成り立ち 
	
 The World Atlas of Language Structures は、マックス・プランク研究所のプロジェク
トで、Martin Haspelmath らを中心に作られた世界の言語の特徴についてのデータベー
スである。2005年に Oxford University Press から書籍がCD-ROM 付きで出版された。
CD-ROM は、地図及び本文を含んでおり、ハードディスクなどにインストールして利用

できる。2008年には、The World Atlas of Language Structures Online として、インタ
ーネット上に論文と地図を公刊している。また 2011 年には、オンライン版が改訂され、
特徴と言語が追加された2。 
	
 それまで、音韻論・形態統語論の研究者たちは、それぞれ独自にそれぞれの分野のデー

タベースを作っていた。Ian Maddieson らの The UCLA Phonological Segment 
Inventory Database、Goedemans と van der Hulst の Stress Typ、Matthew Dryer の
語順に関するデータベースなどである。Haspelmathらは、これらを統合する計画を立て、
言語名や特徴の記述の方式などフォーマットを統一するように、各研究者に依頼して完成

したのが WALS である。ただ統一のため、データの簡素化が求められたので、各研究者
には葛藤があったようである。この点も考慮してWALSのデータを見る必要がある。 
 
2.2 特徴 
	
 2005年のCD-ROM付き書籍版および 2008年のオンライン版では、音声・音韻・形態・
統語まで言語の特徴が 142であったが、2011年のオンライン版では、144の特徴のうち、
いくつかの特徴について下位項目がBさらにはYまで設けられている。言語数は 2008年
版で 2,561であったが、2011年版では 2,678となっている。データには欠けている部分が
あるので、網羅的とは言えないが、今後埋められていくことが期待されるので、このプラ

ットフォームを提供していること自体が有用である。 
 
2.3 注意 
	
 WALS を利用した研究は、日本でも『言語研究』130号 (2006) で、フォーラムとして
３つの論文とコメント及び書評が掲載されている。WALS は便利であるが、注意すべき
点があることは山本 (2006) も指摘している。ここでは、データの扱い方について述べた
い。WALS のもとになっているのは、Maddiesonや Dryerおよび Goedemans and van 
der Hulst を始めとする各研究者のデータベースであるが、これらは文献調査によるもの
である。類型論という、膨大な数の言語を扱う分野では、この方法を取る以外ないので、

それを認めた上で、できる限り個々のデータを原典で参照すべきであろう。特に、問題と

なる言語が少数である場合には、元のデータを自分で再分析すると、新たな発見がある。

                                                                                                                                        
る研究は、時崎 (2012b) を参照。本研究は、科学研究費補助金 (A)「自律調和的視点から
見た音韻類型のモデル」(2008-2012年、研究代表者：原口庄輔)による成果の一部である。 
2 CD-ROMでも、検索や２つの特徴の合成地図作成ができるが、クロス表は作成できない。
Online版では任意の複数の言語を示す地図を作成できないが、CD-ROM版ではできる。 



オンライン版では、Reference をクリックすると、文献情報が表示されるので、Webcat 
(http://webcat.nii.ac.jp/) で検索して図書館の相互貸借を利用すれば、原典を読むことがで
きる。中には、Google books のリンクが貼られているものもあり、クリックするとスク
リーンに表示される。メジャーでない言語についての原典は古いものが多く、また日本に

所蔵のない本もある。これについては、WorldCat (http://www.worldcat.org/) で英米を中
心とする世界の図書館を検索できるが、海外からの取り寄せは、費用もかかり、実際的で

はない。所蔵図書館を確認しておき、海外への学会出張の機会があれば、現地で閲覧・複

写するのが現実的であろう。 
 
3. 音声と文法の相関 
3.1 音声の類型 
	
 ここでは一例として音節の構造について見よう。WALS (http://wals.info/) にアクセス
すると、次のHome画面が表示される。 
 
図 1 

 
 
ここで上段のFeatures タブをクリックすると、次の画面となる3。 
                                            
3 図 1で２段目のタブから、download WALS data をクリックすると、タブ・セパレー
タかコンマ・セパレータ形式のデータ表をダウンロードできる。これをエクセルなどのス

プレッドシートで開いて加工すれば、全言語を行、全特徴を列とした一覧表を作ることが

できる。これにより、3.3節で述べる特徴の相関で、３つ以上の特徴の相関も調べること
ができる。特徴の値は 1, 2, .. という数値で記載されているので、一見してどういう特徴か
がわかるようにするためには、対応表を使って、数値をOV, VO, .. などの分類に変更する
作業が必要である。なお、2012年１月現在で、2011年版のダウンロードデータには誤り
があるように思われる。2008年版 (http://2008.wals.info/) と合わせて確認する必要があ
る。 



 
図 2 

 
 
12A Syllable Structure をクリックすると、次の画面に進む4。 
 
図 3 

 
 
図３で show map というボタン（３箇所あるが同じ）をクリックすると、地図が表示さ
                                            
4 WALS Online では、カラーの文字はクリックすると詳細情報が表示される。図３で、
言語数をクリックすると該当言語の一欄が表示される。 



れる。その前に図３でValues の記号にカーソルを重ねるとその形と色を変えられる。 
 
図 4 

 
 
ここでは一部変更して、色を白・黄・赤、形を丸・三角・四角とする。またMap Configuration 
で大きさを 20 から 16 に変え、 show map をクリックすると次の地図が表示される5。 
 
図 5 

 
 
右上の Satelite では衛星写真表示、Hybrid では地図と衛星写真を合成した表示となる。
ここでは、Hybrid 表示を示す。 
 

                                            
5地図をこのように他の書類やスライドに貼りつけるには、Mac の場合は command+ 
shift+4 でスクリーンの一部をショットして png や jpeg 形式に保存する。Windows の
場合は、キーボードの Print Screen を押して、デスクトップのイメージをクリップボー
ドにコピーし、アクセサリのペイントを起動してペーストしたファイルを保存する。

Windowsのスクリーンショットの撮り方については、 [Windowsの使い方] All About 
(http://allabout.co.jp/gm/gc/20843/) を参照。 



図 6 

 
 
この表示モードでは、山脈や砂漠が示されるため、言語の可能な分布が見て取れる。図５

と図６から、音節構造が簡単かやや複雑な言語は主に赤道近辺に、複雑な言語は主にその

北に分布していることがわかる。 
	
 音節の複雑性など、各項目を分類している基準については、書籍版の各論文を読むこと

になるが、オンライン版でもトップページ（図１）の上段タブ Chapters をクリックする
と、論文一覧が表示される。 
 
図 7 

 
 
ここで各章のタイトルをクリックすると、書籍版と同じ論文が表示される。 



 
図 8 

 
 
この記述により、Maddieson (2005) は、音節の型が、CVか (C)V の言語を簡単、CVC, 
CCV, CCVCの言語をやや複雑、それ以上を複雑と類型化していることがわかる。 
 
3.2 文法の類型 
	
 WALS では、形態統語的な主要部と補部の語順について、多数の範疇で調べることが
できる。No. 26 Prefixing vs. Suffixing in Inflectional Morphology および No. 81 Order 
of Subject, Object and Verb から No. 97 Relationship between the Order of Object and 
Verb and the Order of Adjective and Noun までの特徴である。ここでは１例として動詞
と目的語の語順について述べる (Dryer 2005)。WALS のHomeページの Features タブ
をクリックして図 2の表示にし、スクロールして 83A の Order of Object and Verb を
クリックするか、 Choose a Feature にキーワードとして object をタイプすると候補の
中に表示される。 
 
図 9 

 



ここで、Order of Object and Verb を選択し、show details をクリックすると、次の表示
となる。 
 
図 10 

 
 
後は、上記の Syllable Structure の場合と同じ手順で資料を得ることができる。ここでは、
完成した地図のみを示す。 
 
図 11 

 
 
この地図では、VO 語順の言語が、赤道近辺からヨーロッパあるいは南北アメリカに広が
っている様子が見て取れる。 
 
3.3 音声と文法の相関 
	
 このようにして、各特徴を調べた上で、その相関を調べたい。ここでは、一例として、

3.1 と 3.2 で見た音節構造の複雑性と動詞と目的語の語順の相関を見てみる。Lehmann  
(1973) はOV言語は音節が簡単であり、VO言語は音節が複雑であると考え、Donegan and 
Stampe (1983) はこの相関をオーストロアジア語群ののムンダ語族とモン・クメール語族
について実証した。また Gil (1986) は、世界の 170のサンプル言語について統計データ



を示している6。ここでは WALS を用いて該当データのある 370 言語について検証して
みることにする。 
	
 動詞と目的語の語順についての 83A: Order of Object and Verb の表示（図 10）で、
Feature Combination に Syllable とタイプすると、候補として Syllable Structure が
表示される。 
 
図 12 

 
 
これを選択して、ウィンドウ内に表示し、combine をクリックすると、クロス表が表示さ
れる。 
 
図 13 

 
記号の形と色をわかりやすく変更する。  
 
図 14 

 
show map をクリックして地図を作成する。 
 
                                            
6音声と文法の相関の研究史については Plank (1998) を参照。 



図 15 

 
 
この地図から、音節構造と語順の同じ組み合わせの言語は地理的にまとまって分布してい

ることが見て取れる。また凡例は次のように表示される。 
 
図 16 

 
 
この言語数は、Lehmann (1973), Donegan and Stampe (1983), Gil (1986) らの「OV言
語は音節構造が簡単で、VO言語は複雑」という一般化をただちに支持するものではない。
ＯＶ言語でも音節構造が複雑な言語が 59とVO言語の 48より多く、VO言語でも音節構
造が簡単なものが 24とOV言語の 19より多い。よって、音節構造の複雑性と動詞と目的
語の語順には直接的な相関性はないように見える。しかし、Tokizaki and Kuwana (2011a) 
で述べたように、音節末子音の種類およびその地理的な変化、音韻的な簡略化、動詞と目

的語以外の主要部と補部を考えると、音節構造と語順が間接的にせよ相関している可能性

がある。語強勢の位置が語順と句構造を決定し、それが左枝分かれ構造の連接の強さによ

り音節構造を簡素化していくという相関関係が考えられるが（Tokizaki 2008, Tokizaki 
and Kuwana 2011b, Tokizaki 2011）、さらに検証していくことが必要である。 
 



4. 展望 
	
 以上、言語特徴の相関についてWALS を用いて研究する方法について述べた。WALS 
に含まれていない個々の特徴に関するデータベースがまだあるが、相関性の研究のために

は、これらも WALS のフォーマットに統合され、オンラインで公開されることが望まれ
る。例えば、Scalise らによる MorboComp は 2012年 1月現在は公開されていないが、
プロジェクトチーム内では、これを利用した研究が発表されている。費用と労力をかけて

作られたデータベースは、研究の発展のため、オープンにされていくべきと考える。 
	
 本稿によって、言語の多様性と普遍性について、さらに多くの研究がなされていくこと

を期待したい。 
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